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形式知と暗黙知から見た日本のものづくりの変遷 

～新しい経験主義について～ 

 
松原 幸夫 （新潟大学） 

 
概要   

新潟大学では、2007 年度より、文部科学省科学研究費補助金（萌芽研究）を受け、「学校教育

等における発明創造技法の活用」について研究および検証授業を進めている。学校教育の中に

TRIZ 等の創造技法を導入するにあたっては、学習者中心の教授法等もあわせて取り入れながら、

学生の主体性を引き出すことにより、豊かな創造性開発をすることをめざしている。本稿では

これとの関連で、はじめに形式知と暗黙知という観点からわが国のものづくりの変遷について

概観した上で、新しい経験主義のあり方について考察する。 

 

1. はじめに 

本稿では、欧米諸国で生まれた発明創造技法とわが国

のものづくりの技術伝承法を比較し、今後の発明創造

教育のあり方について検討する。これらの発明創造教

育法は多数あるので、欧米型の創造教育の典型例とし

ては、発明的問題解決理論TRIZについて考察する。 

わが国独自の職人文化に根ざす熟練技能の技法は、

先端の技術分野においても技術革新をもたらす事例も

出てきており、徐々に見直されはじめている。 

TRIZ 等の発明創造技法は、発明の方法に係わる形式

知を集大成したものであるが、本来発明という人間の

活動の深遠にかかわるものについての方法論の集合体

であり、暗黙知とも密接不可分の関係にあり、科学の

対象になりにくいものである。一方、実際の研究開発、

ものづくりの現場では、知識ベースへの過信から来る

と思われる問題が発生してきている。形式知への過信

による問題は学校教育においても発生している。 

新潟大学では、ここ数年「感性とものづくり」という

テーマでフォーラムを開催している。感性を磨くには、

基礎鍛錬と人と人のつながりの中で技を極める経験主

義的な人材育成が重要である。経験主義的人材育成を

考察する際には、「暗黙知」という概念がよく用いられ

るが、本稿では「形式知」と「暗黙知」という概念を

用いて、わが国のものづくりのあり方の変遷について

考察する。 
また、ダニエル・ピンク氏の「ハイ・コンセプト」と

日本の新しいものづくりのあり方を、形式知と暗黙知

という観点から比較検討し、新しい経験主義的創造教

育のあり方について考察する。 

 

2. TRIZ の現状 

以下は、報告者のこれまでの TRIZ を活用した経験等

に基づき、その長所と短所をまとめたものである。 

 

2.1 ＴＲＩＺの効果があると思われるケース 

• 短納期の技術課題の解決において熟練技術者と力

量のある指導者等が協力できる場合は成果が出る

ことがある。 

• 技術課題について長期間考え抜き、解決策が得ら

れない場合に利用すると、技術革新が得られるこ

とがある。 

• 技術についての深い洞察力と知識ベースを駆使す

る能力を併せ持つ熟練技術者には、単独でTRIZソ

フトウェア等を利用して成果が出る場合がある。 

 

2.2 ＴＲＩＺ利用で問題があると思われるケース 

• 各技術者毎には個性がありTRIZに対する適性も異

なるので、すべての技術者に対しTRIZの研修を一

斉に実施しても効果が期待できないケースがある。 

• 若手の技術者が、TRIZのような膨大な知識ベース

を早い段階で学習すると、暗黙知の形成に支障を

来たす場合がある。 

• 熟練技術者も、直面する新しい技術課題について

開発現場で十分な検討を行うことなくいきなり

TRIZを利用すると、現場での技術課題そのものも

把握が浅くなる場合がある。 

• TRIZを活用し良いアイデアが得られても、それが

革新的であればあるほど納期・開発コスト等との

関係で試作・実験すらされない場合がある。 

• 良いアイデアがあっても現場を十分知らない設計

者は、それを十分評価することができないことが
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ある。 

• TRIZとの相性が非常にいい技術者が形式知の中だ

けで知のスパイラルを急展開させ、燃え尽きてし

まうケースもある１。（TRIZウィルス） 

• 学校教育においては体系的な知識ベースの教授は、

学習意欲の減退を引き起こす場合がある。 

 

3．日本の伝統的技術伝承法 

 

以下では、日本の伝統的な技術伝承法およびその流れ

をくむ現代の日本的なものづくりについて、その概要

を簡単に紹介する。 

 

3.1 守破離の思想 

「守破離」の思想は、東山文化（足利八代将軍善政時

代）から生まれたもので、能楽（観阿弥）から出て茶

道へ波及し、それを武芸者が援用したとするのが通説

である。その精神は、日本の江戸時代から現代に至る

ものづくりにおける徒弟制度にも引き継がれている。

以下は「山上宗二記」の中にある茶道の守破離につい

ての記述の要約である２。 

• 15～30歳 「守」の段階。師の教えに従い「守」

の稽古に専心する。 

• 30～40歳 「破」の初段階（十の内半分くらいは

自分の方式を出す）。 

• 40～50歳 「破」の中段階。創意工夫に努める（師

とは全く反対の方式を用いる）。 

• 50～60歳 「破」の 終段階。師（名人）の所作

を究尽再吟味し、次の飛躍へ備える。 

• 70 歳 「離」の段階は精進努力するだけでなく才

能に恵まれ、すでに離のレベルにある師に巡った

場合にのみ、極まれに到達する。 

 

3.2 江戸時代の徒弟制度 

以下は江戸時代の徒弟制度についての概要である。 

• 徒弟制度は職人を目指す者が、親方や兄弟子らと

一緒に生活しながら修行をする仕組み。１２歳ご

ろ弟子入り。 

• 「技」は見て体が覚えるまで繰り返す。師はまず

自分らのやっているところを見せる。 

• １０年が修行期間で、１０年目に１年間礼奉公し、

年季明けする。 

• その後、技術を磨き人間を練るために、しばらく

渡り職人を経験し、一人前の職人となる。 

• その後も多くは元の親方のもとで働いたり、その

下請けとなる。 

• 職人たちは、同業者同士の利益を図るため仲間組

織である「講」を結成し、力を合わせて仕事をす

る。 

 

3.3 ドイツのマイスター制度 

 日本の制度ではないが、ドイツのマイスター制度も

日本の徒弟制度に共通することが多いので、以下にそ

の概要を述べる。ベンツやＢＭＷができるのもマイス

ター制度に負うところが大きく、ドイツの国際競争力

の源泉はマイスター制度にあるとドイツ国内では認識

されている３。 

• マイスター制度の起源は中世にさかのぼる。 

• 現在は義務教育を終えてから、職業基礎教育を

低３年受ける。 

• その後企業で実務経験を 低３年積み、マイスタ

ー試験を受ける。（中世のドイツでは、徒弟が優れ

た技術者を求めてマイスター（親方）を訪ね歩く

職人遍歴の修行の旅があった。ドイツでは、ほぼ

全域でほとんどの職種の手工業にこの「遍歴強制」

が導入され１９世紀まで続いた） 

• マイスターの称号が与えられると、一流企業の人

間と全く同等かそれ以上の存在として社会から認

められる。 

• ドイツでは雇用問題を解決するために、2003年に

手工業法が改正され、５３業種でマイスター資格

取得義務が免除されることになったが、自動車、

金属加工、電気関係など主要な業種については技

術力維持のため、従来の制度が維持されている。 

 

４．先行研究 

4.1 形式知と暗黙知から知の創造サイクル 

「暗黙知」とは、言語等で表現できない経験や勘に基

づく知識のことで、ハンガリーの哲学者・物理学者で

あるマイケル・ポラニー（Michael Polanyi）によって

1996年に提唱された概念である。これに対する概念が

「形式知」である。日本では一橋大学大学院の野中郁

次郎教授が、優れた業績を上げている知識創造企業の

中で行われている暗黙知と形式知の変換・移転プロセ

スを説明するため、「SECIモデル」を提唱している。 

以下では、これらの概念を参考にした上で、形式知と

暗黙知の形成と活用という観点から検討を行う４。 

 図１は形式知と暗黙知の循環を以下の６ステップに

分け、徒弟制度の技術伝承のプロセスを模式的に示し

たものである。 
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他流暗黙知
Step1

Step5

Step4

Step3

Step2

Step6

実体験
(共同作業・基本の徹底反復)

基礎学習
(導入教育・見ること)

暗黙知醸成

（試行錯誤）

知識ベース活用

知識ベース化

形式知表出

は「新徒弟制度」
［ ］内はドイツのマイスター制度

形式知活用の場

暗黙知醸成の場

図１．日本の徒弟制度の知の創造サイクル

離

名人［マイスター］

［職人遍歴］

破 基本事項の抽出

守
［修行時代］

 

① 第１段階、基礎事項の学習(基本事項の習得、口

伝、見ること) 

② 第２段階、実体験(基本の徹底反復、共同作業) 

③ 第３段階、暗黙知醸成(試行錯誤、直観力、洞察

力の醸成) 

④ 第４段階、形式知の表出(ノウハウの言語化、数

値化、図表化) 

⑤ 第５段階、知識ベース化(形式知の体系化、IT化） 

⑥ 第６段階、知識ベースの適用(組み合わせ、応用) 

伝統技法の「守」の段階では、①、②、③のサイクル

を繰り返し、「破」の段階で他所の技法も学んでいく。

この「守」「破」のプロセスはドイツのマイスターの「職

人遍歴」と相通ずるものがある。 

一点鎖線で示した「新徒弟制度」は、岡野工業等の先

進的な中小企業の事例に相当し、「守」の暗黙知活用の

形成が一応終了した段階で、④、⑤、⑥の形式知のサ

イクルに入っていく。形式知と暗黙知の両方の領域で

かなりの深さをもって循環できるので、知識ベースだ

けの活用では成し遂げられなかった技術革新も可能に

なる。 

 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等の
暗黙知

Step1

Step5

Step4

Step3

Step2

Step6

(C)TRIZウィルス

Step4 形式知表出
Step5 知識ベース化
Step6 知識ベース活用（組み合わせ）

Step1 基礎学習（導入教育）
Step2 実体験（ＯＪＴ・共同作業）
Step3 暗黙知醸成（実験・試行錯誤）

(A)指導・助言

形式知活用の場

暗黙知醸成の場

図２．TRIZの知の創造サイクル

アイデアだけのTRIZ (B)

理想的なTRIZサイクル(D)

TRIZの体系

 

図２は、TRIZ の「知のサイクル」を同じ６段階のサ

イクル図上で示したものである。TRIZの体系は、⑤と

⑥をカバーしている。⑥の段階がうまく機能するため

には、コンサルタント等の外部の暗黙知による支援が

必要になるケースが多い（図２のⒶ参照）。 

図２のⒷの矢印は、仮によいアイデアが出てもその技

術を具体化するための試作、実験まで行かないケース

を示す。 

図２のⒸは、⑤、⑥のステップだけで「知」が循環し、

燃え尽きてしまうケースである。TRIZにおいても、Ⓓ

のように、暗黙知と形式知の両方のステップを循環し

ていくことが理想的な技術革新のサイクルであると思

われる。 

 

4.2 わが国の学校教育の変遷 

暗黙知と形式知の観点から前述の６段階のステップ

を用いて、江戸時代から現代に至るまでの日本の学校

教育の変遷のイメージを図示したものが図３である。 

先ほどの６段図では、step１から step６までの各工

程をどのように一人の技術者またはプロジェクトが推

移していくかを示したものであるが、図３では、各時

代の教育が、この６段階の工程のどこに重点を置いて

取り組んでいたかを示している。この図は、報告者の

限られた知見と主観に基づき描いたものである。 

 

図３．知の創造サイクルから見た日本の教育制度の変遷

A

B

C

Step5 知識ベース化

Step4 形式知表出 Step6 知識ベース適用
(応用・組み合わせ)

Step1 基礎学習

(試行錯誤・基本の徹底反復・共同作業)

Step3 暗黙知醸成

Step2 実体験

A 江戸時代の教育

(寺子屋・徒弟制)

B 戦前の教育

C 戦後の教育

基礎事項の抽出

 

図３中Ⓐの円は江戸時代の寺子屋と徒弟制度におけ

る教育を図示したものである。基礎の徹底反復により

暗黙知の醸成がなされており、そこでは学ぶ喜びもあ

った。ただし形式知を共有するための情報インフラの

整備が十分ではなく、技術革新のスピードは遅い。 

図３中Ⓑの円は戦前の学校教育を図示したものであ

る。 

図３中Ⓒの円は、戦後の教育を図示したものである。

過度の知識伝達により暗黙知醸成の場が減少し、学ぶ

喜びも失われつつある５。ゆとり教育では、Ⓒの円の
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Step5.6 の部分で形式知の学習量は緩和されたものの

暗黙知醸成のための十分なプログラムは組まれておら

ず、基礎鍛錬が不足し学習意欲も高まっていない。 

日本の伝統的なものづくりにおいては、「守破離」の

「守」の段階で基礎事項の習得を徹底する一方で、本

当に重要なことは教わるのではなく、自ら感じとり、

考え、学び取っていくプロセスがしっかり守られてい

る。欧米の「学習者中心者の教授法」やＰＢＬと日本

の伝統的なものづくりのあり方とは、「人が自ら考え、

感じとる力を育てる」ことを重視する点で相通ずるも

のがあると思われる。 

また、暗黙知の醸成については、内面的、文化的なも

のにも関わるので、国ごとの風土や国民性にあった独

自の学習カリキュラムを開発していく必要があるもの

と思われる。 

 

５．形式知と暗黙知から見たものづくりの変遷 

上記の研究を受け、明治維新以降の日本のものづくり

の大きな流れを俯瞰するため、以下の仮説を立てた。 

• 暗黙知はなかなか身につかないが、ひとたび身に

つけると生涯なくなることはない。 

• 形式知としての社会制度が激変しても、暗黙知は

個人の内部でずっと存続する。 

• １０歳頃までに基本的な暗黙知が醸成される。 

明治元年に１０歳だった人が６０歳で社会から引退

すると、江戸時代の暗黙知の影響力は社会からほとん

ど消えてしまう。 

もし明治以降に導入された西洋式社会・教育システム

が江戸の暗黙知に替わる新しい有効な暗黙知を醸成で

きなかった場合、江戸の暗黙知の影響力がなくなった

時点で社会は混乱しはじめる。 

この中間で前の時代の暗黙知と新しい形式知が共存

する時代がある。この両者が並存する時代には社会は

繁栄する。 

同様のことは戦後についてもあてはまる。 

終戦のときに江戸時代の暗黙知はなくなっていたが、

戦後なぜ劇的な経済復興を成し遂げることができたか。 

暗黙知は通常江戸時代のように良質の伝統文化のもと

で醸成されるが６、数多くの失敗体験または一つの巨大

な失敗体験によっても獲得される。 

終戦時には、敗戦により深く大きな暗黙知があらゆる

世代に瞬時に共有された。敗戦の暗黙知には言葉では

言い表すことのできない深いものがあり、その底流を

なす精神は、平和への願い、平和に働けることの喜び、

分かち合う心であった。 

終戦により戦後の形式知としての社会システムは米

国型に転換された（図５参照）。この新しい形式知と戦

前の暗黙知、この両方が揃っているときに日本が繁栄

した。この時代は高度成長期にあたり、東京オリンピ

ック、所得倍増計画、日中国交正常化等があり、８０

年代には「ジャパン アズ ナンバーワン」といわれ

た。 

戦後、米国式の社会教育システムが導入されたとはい

え、明治以降の伝統もあり、つい 近まで日本の学力

は世界一であった。それが近年なぜ低下してきたか。

その原因は、IT革命により形式知の量が急激に増大し、

日本の基礎鍛錬を重視する伝統的な学力養成システム

が機能しなくなったことにある。ものづくりにおいて

も同様のことが起こっている。IT革命により引き起こ

された情報の消化不良により、感性を磨くシステムが

脆弱になってきている 

では、江戸時代はどうだったのか。なぜ５０年で社会

がおかしくならなかったか。江戸時代の暗黙知は、百

年以上にわたる戦国時代の中で得られた巨大な暗黙知

を集大成したもので、二度と戦乱の世がこないように

という深い願いが込められていた。そして人間の強さ

と弱さを知り抜いた人々が、開幕後５０年の間に、平

和と繁栄を維持するために必要な暗黙知が継続して再

醸成されるシステムを作りあげることに成功した。徒

弟制度や寺子屋や江戸しぐさもその一つである。江戸

幕府は、海外から形式知が無差別に流入することの功

罪をよく知っており、鎖国政策を実施する一方で、出

島において広く海外へのアンテナを張り、海外の上質

の情報のみを精査して取り込んできた。厳選された質

のよい情報は、出版事業を興し広く頒布し世に広めた。

形式知は精査されていたので、庶民には形式知、文書

への畏敬の念があった。また、本当に大切なことは安

易に文章化して伝えると暗黙知の再醸成が困難になる

ことも熟知していた。このようにして江戸時代は長期

にわたる安定した世をつくることができた。 
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この暗黙知５０年の仮説は、明治維

新や終戦の時のように社会制度や文

化が一度断絶してしまうほどの大変

動があったときに も鮮明に現れる。

ただしこの仮説には例外がある。特定

の家、企業、村、文化団体等の中で社

会の変動に左右されることなく、家訓

や企業風土、技術伝承や伝統行事を守

り抜いたところには、この５０年説は

当てはまらない。わが国の熟練技術の

分野で先駆的な取り組みをする企業

はこの例外に当たるケースが多い。こ

れらの企業群は、暗黙知の重要性をよ

く理解し、代々続く家訓や企業理念を

忠実に守り抜く一方で、新しい技術を積極的に導入し

ていく。彼らは単に新しい形式知を導入するだけでな

く、広く世界の 先端のものづくりの現場に出かけ、

実際に自分の目でものを見、そこの空気を肌で感じ、

その形式知の裏にある暗黙知までも感じ取っている。

そこには守るべきものは守り、変えるべきものは変え

る新しいものづくりがある。７ 

図５の下段のノーベル賞受賞は、経済・社会情勢と無

関係に分布している。これは大学の研究室が前述の高

度熟練企業群と同様、基礎鍛錬、共同生活、試行錯誤

等を重視する経験主義的な人材育成システムを、社会

変動に左右されることなく維持してきたためであると

考えられる。 

 

６．考察 

6.1 SECI モデルの位置づけ 

一橋大学大学院の野中郁次郎教授は、高度成長期の日

本において優れた業績を上げた知識創造企業の中で行

われていた暗黙知と形式知の変換・移転プロセスを説

明するため、「SECIモデル」を提唱した。このSECIモ

デルは、前述のものづくりの流れの中での位置づけで

は、形式知と暗黙知の両方が併存し充実していた高度

成長期の日本企業のベストプラクティスをあらわした

ものということができる。 

 

 6.2 ダニエル・ピンク氏「コンセプトの時代」との関係 

クリントン政権は８０年代の米国の経済復興を成し

遂げたが、その際労働長官補佐官を務めたのがダニエ

ル・ピンク氏である。現在はフリージャーナリストと

して活躍している。彼の著書『ハイ・コンセプト「新

しいこと」を考え出す人の時代』は、２００５年の米

国ビジネス書部門ベストセラー１位を獲得している。

以下は、AUTM２００９におけるピンク氏の基調講演の

要旨である。 

• 現在のビジネスにおいては「左脳的思考」だけで

は不十分であり、「右脳的思考」も活用する必要が

ある。 

• 左脳的思考・・・論理的、分析的、逐次的な考え

方 

• 右脳的思考・・・直感的、本能的、包括的、全体

的な考え方 

• ２０世紀は情報化の時代で、プログラマー、弁護

士、ＭＢＡホルダーのように直線的でロジカルな

思考が有用とされた。次の時代は「コンセプトの

時代」であり、創意や共感、総括的な展望を持つ

ことによって社会や経済が築かれるようになる。 

• 「コンセプトの時代」には新しい全体思考が必要

になり、このような感性を持つ人は複数の専門分

野で仕事をこなしている人（数学者兼デザイナー、

牧師兼小児科医、ピアニスト兼経営コンサルタン

ト等）に多く、困難な問題を解決する力がある。 

徒弟制度においても、守・破・離の破の段階で渡り職

人（ドイツのマイスター制のもとでは「職人遍歴」）を

経験し、異なる親方のもとで多様な経験を積むことを

重視しているが、多様な経験を重視する点でピンク氏

と共通している。 

また、本稿で「暗黙知」と「形式知」という用語で表

している概念を、「右脳」と「左脳」という用語でピン

ク氏は表現している。図 1 の知の創造サイクルにおい

て形式知と暗黙知の双方の領域を循環することの重要

図５．形式知と暗黙知の戦前・戦後の比較
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性を述べたが、ピンク氏も「右脳思考」は重要だが、「左

脳思考」と併用することの重要性を指摘している。 

また、ピンク氏は全体的な把握の重要性を指摘してい

るが、前述のようなものづくりの流れを俯瞰すること

も意義があるものと思われる。 

 

 6.3 １７世紀科学革命との比較 

近年、 先端の科学技術でもなし得ない技術革新が、

熟練技能によってもたらされている例は多い。西欧の

１７世紀科学革命は、１６世紀の知識人が職人や技術

者に学び、文書偏重から経験重視に移行することによ

りもたらされたが、現代においては熟練技術の分野で

職人や技能者が科学技術の分野に踏み込むことにより、

同じような状況が起きている。以下は「一六世紀文化

革命２」８ (山本義隆2007年)からの抜粋である。 

「科学と技術の関係は、一九世紀以降には科学の成果

を技術的に応用するという形が通常であるが、一七世

紀にはむしろ科学が技術を学ぶ、ないし先行する技術

を科学研究に用いるという形でおこなわれたのである。

それは一六世紀に職人や技術者からなされた提起を一

七世紀の先進的な知識人たちが受け止めたことに始ま

る。」 

２１世紀においても、科学技術と伝統的な経験主義的

技術者養成システムとがスパイラルな関係を構築でき

れば、１７世紀の科学革命のときのように形式知と暗

黙知の適正なバランスが回復され、ものづくりのさら

なる発展が可能になる。 

 

 6.4 「伝承」」と「弁証法」 

日本の伝統的ものづくりは「伝承」の中で行われる。

伝承される中で、時の経過に耐えうる 良の情報だけ

が選び抜かれていく。一方、近年の欧米型のものづく

りにおいては、対話形式で議論する弁証法が主流にな

っている。弁証法の世界では正論が詭弁に敗れること

もあり、これを是正するため、ソクラテスの弟子のプ

ラトンがイデア論を導入した。弁証法は自然科学の分

野では、対象となる自然そのものがイデアを体現して

いるため正しく機能するが、社会科学や人文科学の分

野では、イデアを論じることなく弁証法を適用すると

的外れの結論が出ることもある９。企業経営において企

業理念が重要とされるのもこのためである。豊かな暗

黙知を醸成するためには、伝承の世界と弁証法の世界

の双方を循環する必要がある。 
 

 6.5 試行錯誤の重要性 

日本の徒弟制度においては、「読み」「聞く」ことより

も、「見る」ことを重要視する。本や言葉で教えられた

ことはすぐ忘れてしまうが、見て汗をかきながら試行

錯誤したことは暗黙知として蓄積される。師からは

終成果だけを見せられるので、そこに至るプロセスは

一人で考えることになる。いきなり答えを与えないの

で、知識欲がかき立てられ自ら考える面白さを知るこ

とになる。その過程で師を上回る洞察力や創造力を身

につけることもある。ピンク氏も感性を磨くための６

つのレッスンの中で、数多くの失敗をすることの重要

性を指摘している。 

 

 6.6 「コンドラチェフの波」との関係 

「コンドラチェフの波」とは、ロシアの経済学者ニコ

ライ・ドミートリェヴィチ・コンドラチェフが、１９

２０年代に英国、フランス、アメリカなどの卸売物価

指数、公債価格、賃金、輸出入額、石炭・鉄鋼生産量

の長期時系列データを分析して発見した約５０年～６

０年周期の景気循環のことである。この波の終期に位

置する変曲点の近くで、恐慌、革命等の歴史的構造変

動、人間社会の相転移が生じる。このコンドラチェフ

の波は、経験的な事実としてその存在が知られている

にもかかわらず、その生成メカニズムは依然として解

明されていない。 

も主流の仮説理論としては、シュンペーターの「企

業家精神による創造的破壊理論」があり、これは「天

才企業家が降臨し、技術革新が加速することで創造的

破壊が起こる」というものである。しかし、なぜ５０

～６０年サイクルで天才企業家が現れ時代を画する技

術革新が生じるのかは説明されていない。 

以下では、このコンドラチェフの波を形式知と暗黙知

の観点から考察する。 

前述のとおり社会の激変期、恐慌期には、人々は、幾

多の失敗を経験し、暗黙知が醸成される一方で、社会

的混乱を収拾するためにそこで得られた暗黙知が即座

に施策として生かされる。 

このような社会の激変期を乗り越えた暗黙知を持つ

人々も、暗黙知５０年の仮説で述べたとおりやがては

社会から姿を消すことになる。その次の世代は、前の

世代の暗黙知を持つ人々が作り上げた新しい社会体制

のもとで、安定した経済成長を享受し、社会の激変期

に求められた暗黙知が必要となることも少なくなる。

形式知の習得だけで安定成長を遂げることができるた

め、社会・教育システムも、効率重視の観点から形式

知偏重型になり暗黙知の重要性が忘れ去られる。 
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人と自然と科学の調和人と自然と科学の調和
知の深化知の深化

図６. 形式知と暗黙知から見たものづくりの変遷

～新経験主義の時代へ～
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形式知偏重になり暗黙知が脆弱になると、様々な社会

変動に適切に対応できなくなり、社会が混乱し、再び

社会の激変期を迎えることになる。 

この意味において、コンドラチェフの波は日本の明治

維新後と戦後の社会の変遷に適用可能である。ただし、

その周期は、コンドラチェフの波が５０～６０年であ

るのに対し、日本の場合約７０年とやや長めになって

いる。 

このコンドラチェフの波は、日本の江戸時代には適用

することができない。それはなぜであろうか。 

江戸幕府においては、コンドラチェフの指摘するよう

な長期的周期変動は、開幕当初から 重要課題として

認識されていた。江戸幕府は、二度と戦争や社会の激

変が来ることを防止するためには暗黙知の醸成が重要

であることを認識していた。経済、社会、文化の各分

野で代々暗黙知が再醸成される人材育成システムを作

り上げることを目指していた。 

その一例として、ものづくり、茶道、武道等における

「守破離」をあげることができる。 

「守破離」の中では、先ほどのコンドラチェフの波で

指摘された「成長、破壊、創造」の循環過程が一個人

の人材育成のプログラムの中に取り込まれている。江

戸時代には、ある共同体の中で、「一人前の社会人」と

して認められた時点で、その個人は形式知と暗黙知も

兼ね備えた人材となっていることが理想とされていた。

このような人材を連綿と輩出することができたので、

江戸時代は２６０年存在できたものと考えられる。 

守破離の中では、コンドラチェフの波に相当する循環

プロセスが一個人の人材育成システムの中に取り込ま

れており、このシステムが適切に機能すると、コンド

ラチェフの波とは無関係な安定成長社会を長期間維持

できることになる。 

 

6.7 文殊の知恵～第三の知～ 

守破離のプロセスでは、一人の個人の中で、形式知と

暗黙知のスパイラルがおこるが、このスパイラルは、

共同体の中で起こることもある。実際の組織の中では

形式知と暗黙知の双方をひとりで併せ持つ感性豊かな

人材を得ることは稀である。このような場合にも、暗

黙知か形式知のいずれか一方にのみ秀でた人材は、通

常どの組織にも必ずいる。これらの人々が協調して共

同作業することができれば、前述の知のスパイラルは、

グループレベルで実現することが可能となる。このよ

うな知のスパイラルは、日本の高度成長期を支えた「Ｑ

Ｃサークル」活動の中にも見出すことができる。日本

には古くから「三人寄れば文殊の知恵」という諺があ

るが、これも多様な暗黙知と形式知がグループ内で融

合することの重要性を説いたものということができる。

守破離の制度においても親方、兄弟子との「共同生活」

が極めて重要な要素となっている。１０ 

日本の伝統的な人材育成システムの中には、個人内部

の知のスパイラルとグループ内での知のスパイラルと

いう２つのレベルでの知の融合が内包されている。こ

のようなプロセスの中から「第三の知」ともいうべき

様々なインスピレーションが生まれてくるものと思わ

れる。 

 

6.8 新経験主義 

図６は前述のものづくりの変遷における形式知と暗

黙知の相関関係を模式的に示したものである。暗黙知

については５０年存続するという仮説を述べたが、新

しい形式知や新しい社会・教育システムについても、

それが社会的に浸透し影響力をもつまでは約２０年を

必要とする。図５では、戦後２０年を経過し東京オリ

ンピックが開催された昭和４０年頃から経済成長が活

発になってきている。これは終戦時に１０歳だった小

学生が新しい社会・教育システムのもとで育成され社

会に出て１０年たち、３０歳の頃から社会的な影響力

を持ち始める時期と一致している。 

戦後の初めの２０年間は、新しい形式知が充分でなく

知のスパイラルは起きない。明治時代においても、経

済活動の法的インフラともいうべき西洋型の民法が施

行されたのは、明治維新から二十数年後のことである。

戦後２０年から５０年の間は形式知と暗黙知がともに

充実しており、知のスパイラルが起こり、高度成長期

となる。５０年前後から前の時代の暗黙知は減少し、

知のスパイラルは低下するが、生産量の拡大は続きバ

ブル経済に移行する。形式知は、直線的でロジカルな

知が主流となり増大していく。 

今後は、一部の高度熟練技術企業、大学の研究室等で
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維持されている経験主義的人材育成システムを見直す

とともに、IT革命により急増した情報を精査し、また

細分化した技術情報を体系化することにより、知のバ

ランスを回復することが必要となる。 

環境問題等が起こり、現代社会においては科学技術万

能の考え方に変わる新しいコンセプトが求められてい

る。高度成長期には形式知と暗黙知のシナジー効果に

より、知の増幅と物質的繁栄がもたらされたが、これ

からの社会は形式知の量ではなく質を重視し、経験主

義的な人材育成システムを見直すことにより新しい暗

黙知を醸成していくことが重要である。この２つの新

しい知が融合することにより知が増幅するだけでなく、

知の深化も同時に進められ、人と自然と科学が調和し

た新しいものづくりのあり方が生まれてくることが期

待される。 

 

6.9 Ｂ．Ｄ．Ｏ．サイクル～21 世紀の守破離～ 

 

図７は、前述の６段階の知の創造サイクルの各工程を

基礎鍛錬（Basic Training）と深化（Deep Innovation）

と展開（Open Development）の３つのステップに単純

化したものである。 

B.D.O. サイクル～21世紀の守破離～

Step2 深化
True

Come

Dreams
Deep

Innovation
Basic

Training

Open
Development

夢は実現する

Step1 基礎鍛錬

Step3 展開図７

 長期的な人材養成プログラムの場合、この B→D→O

の順に回していくことが望ましいと考えられるが、短

期の学習プログラムの場合は、はじめから深化から展

開へと進むように構成することも可能である。いずれ

にしても展開が深化や基礎鍛錬の後に来た方が、創造

性開発、人材育成の観点からは、効果的と思われる。 

暗黙知の中には、「限界への挑戦、夢、情熱」のよう

なものも含まれるが、このＢ.Ｄ.Ｏ.のサイクルを回す

ことそのこと自体が、仕事への関心を高め、夢や情熱

を育成するプロセスになっている。守破離のプロセス

は、単に暗黙知を醸成するだけでなく、仕事そのもの

の楽しみ方を伝承しようとしている。 

そして、このような人材育成プロセスを広く社会に普

及することができれば、社会は調和した形で長期に安

定して成長発展することが可能になるものと思われる。 

 

７．まとめ 

以下は、今後のものづくりのあり方についての提言

である。 

• 形式知と暗黙知の双方を活用する｡ 

• 豊かな暗黙知を醸成するために、基礎鍛錬、共同

生活、試行錯誤の中で技術を極めていく経験主義

的人材育成法を見直す。 

• 情報の質を重視する。情報を精査し知識の体系化

を進める。 

 後に、明治の初頭に来日したバジル・H・チェン

バレン（1850～1935）の言葉を紹介する。 

「過去にしっかりと根をはっている国民のみが、将来

において花を咲かせ、果実を結ぶことを期待できる。」 
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